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概 要

答案を書くひとつの方法を説明する。この文書をテンプレートとして overleaf.comで作業
し、答案 PDFを作成して提出すれば良い。なお、この方法は相応の手間がかかるので、他の作
成手段を利用できるならそちらの方が望ましいだろう。

1 方法

ここで紹介する方法は TEXを使うこと。これは数式や図を含む文書を作成する有力なものの一

つ。いくつか理由を挙げると、数学や物理の文書 (論文や教科書)を作成するための十分な機能を

有している。 overleaf.comのようなウェブ上での作成環境がある。また、できるだけネットワー

ク接続しないようにしたい場合、パソコン上でも作業できる。ただし、パソコン上での環境準備は

それなりの手間と知識が必要。

2 例文

パラグラフに数式を埋めこむなら x, y, xy, x2y, x21+3.34y1−0.00001. 関数は平方根
√
x2 + y2,

cos(x), sin(x), arcsin(x), log 10, l exp(22). 分数や微分、偏微分は 2/3, dx/dt, ∂f/∂x. 添字は Ti,

Sij 等々。ベクトルは r⃗ 等。時間微分を ẋ, ẍ と書くこともできる。f ′(x), f ′′(x), f (2)(x) とかも

ある。

数式を大きくする例 (いわゆる displaystyle): ニュートンの運動方程式

m
d2

dt2
r⃗ = F⃗ (r⃗)

分数 1/3 を
1

3

と書くことはできる。微分 dx/dt や偏微分 ∂f/∂x を

dx

dt

∂f

∂x

と書くこともできる。

図の付けかた。まずお絵描きソフトなりなんなりを使って画像ファイルを生成する必要がある。

画像ファイルをアップロードするとこの文書にはめこめる。
∗本文書を作るにあたって https://www.overleaf.com/latex/examples/platex-shi-yan/cmhydctsbbfqをテンプ

レートとして使わせて頂きました。ありがとうございます。
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3 備考

作業するのにできるだけネットワーク接続しないようにしたい場合、パソコン上でもできる。た

だし、パソコン上での環境準備はそれなりの手間と知識が必要。この場合を考えて、古い処理系で

も使えるように、documentclass を jarticle にした。ただし、この場合の図の付けかたは未検証。
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